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第２１回 奈良ＣＢＣ練習会ハンド

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３
♠ ８５４３ ♠ AQJ６４ ♠ AQ10９６
♥ K10５４ ♥ A５３ ♥ ―
♦ AJ９７ ♦ A６４２ ♦ A10７
♣ ７ ♣ ３ ♣ ９８６４３

♠ Q６２ ♠ AJ ♠ ７２ ♠ ９８５ ♠ ８７ ♠ J４３
♥ A６ N ♥ QJ３２ ♥ J10８７ N ♥ ９２ ♥ AK８ N ♥ Q10６４３２
♦ 10８６４ W X E ♦ KQ５ ♦ Q８５ W │ E ♦ J10７３ ♦ KQ９６ W ─ E ♦ J
♣ AQ10３ S ♣ ８６５４ ♣ KQ10４ S ♣ ９６５２ ５４３ S ♣ KQ10

♠ K10９７ ♠ K10３ ♣ ５ ♠ K５２
♥ ９８７ ♥ KQ６４ ♥ J９７５
♦ ３２ ♦ K９ ♦ ８２
♣ KJ９２ ♣ AJ８７ ♣ AJ７２

Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ AQJ10８６５ ♠ AQ10５４３ ♠ K７
♥ AK３ ♥ 10９ ♥ Q５
♦ A６３ ♦ 10４３ ♦ A10８３２
♣ ― ♣ J10 ♣ J７３２

♠ ４３ ♠ K２ ♠ K９７６２ ♠ ― ♠ Q６５２ ♠ J８
♥ ８５４２ N ♥ J10９ ♥ J７４ N ♥ KQ５３２ ♥ AKJ10７２ N ♥ ９６４３
♦ QJ９ W ┼ E ♦ K７５４ ♦ A７２ W │ E ♦ KJ６ ♦ ６ W ─ E ♦ KQJ７
♣ A９６２ S ♣ KQ10５ ♣ Q８ S ♣ K９７４３ ♣ 10５ S ♣ K９８

♠ ９７ ♠ J８ ♠ A10９４３
♥ Q７６ ♥ A８６ ♥ ８
♦ 10８２ ♦ Q９８５ ♦ ９５４
♣ J８７４３ ♣ A６５２ ♣ AQ６４

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９
♠ Q７４ ♠ ６５４ ♠ ７６３
♥ KQ６２ ♥ J８３ ♥ AQ８
♦ Q７５ ♦ ８７４ ♦ QJ６５
♣ ８４３ ♣ J10５３ ♣ J９３

♠ A５３２ ♠ 10８６ ♠ AKJ８ ♠ 10７３ ♠ Q９４ ♠ KJ５２
♥ J８５４３ N ♥ 10７ ♥ AQ10９６４ N ♥ ７ ♥ ５４ N ♥ ９３２
♦ 10８ W ┼ E ♦ AJ２ ♦ A２ W X E ♦ ６５３ ♦ K３２ W ─ E ♦ A９４
♣ J10 S ♣ Q９７５２ ♣ ６ S ♣ AKQ８７２ ♣ Q10８５４ S ♣ K６２

♠ KJ９ ♠ Q９２ ♠ A10８
♥ A９ ♥ K５２ ♥ KJ10７６
♦ K９６４３ ♦ KQJ10９ ♦ 10８７
♣ AK６ ♣ ９４ ♣ A７

Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ Q８４３ ♠ Q３ ♠ ７
♥ ９３ ♥ KQ９８ ♥ ９７６
♦ ９７６ ♦ J６５ ♦ ９７４
♣ KJ８７ ♣ AKQ10 ♣ KQ10９５２

♠ 10７６ ♠ AKJ ♠ K10８ ♠ AJ７ ♠ AKQ８ ♠ 10９５４２
♥ ７５２ N ♥ AQJ10４ ♥ ６４３ N ♥ 10７５ ♥ A８３ N ♥ KJ５２
♦ AQ４ W ┼ E ♦ K３２ ♦ AQ10９ W X E ♦ ２ ♦ Q10８ W │ E ♦ Ｊ５
♣ ９５４２ S ♣ ６３ ７４　 S ♣ ９７６５３２ ♣ J４３ S ♣ ７６

♠ ９５２ ♣ ８ ♠ ９６５４２ ♠ J６３
♥ K８６ ♥ AJ２ ♥ Q10４
♦ J10８５ ♦ K８３ ♦ AK６３２
♣ AQ10 ♣ J４ ♣ A８
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Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ A10 ♠ 10５４ ♠ J８３
♥ KJ９６５２ ♥ J３ ♥ ９７３
♦ 10 ♦ A９５ ♦ J９７３
♣ KJ10５ ♣ QJ９５４ ♣ A９５

♠ ９ ♠ K４３２ ♠ J８６３ ♠ Q２ ♠ A10４ ♠ K７５
♥ AQ N ♥ ７４ ♥ Q10９７５４ N ♥ AK６２ ♥ AK８４ N ♥ J６
♦ A９８６ W ┼ E ♦ K７３２ ♦ ― W Ｘ E ♦ KQJ10８３２ ♦ AQ６５ W │ E ♦ ８４

 ５４ S ♣ ８６４ ♣ ８７３ S ♣ ― ♣ ８６ S ♣ KJ10７４３
♣ Q７３２ ♠ QJ８７６５ ♠ AK９７ ♠ Q９６２

♥ 10８３ ♥ ８ ♥ Q10５２
♦ QJ ♦ ７６４ ♦ K10２
♣ A９ ♣ AK10６２ ♣ Q２

Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．18
♠ AK６ ♠ QJ７３ ♠ KQ６３
♥ J９８４ ♥ ９４ ♥ ９７５
♦ 10２ ♦ ７６４３ ♦ AK８２
♣ 10８７３ ♣ J10９ ♣ A２

♠ ７５３ ♠ QJ10２ ♠ ６５ ♠ AK10９４ ♠ AJ10４ ♠ ９５
♥ A７３ N ♥ ５ ♥ K10８７２ N ♥ AQ６ ♥ AK４ N ♥ Ｑ６
♦ Q８７５ W ─ E ♦ AK９４ ♦ KQJ９ W Ｘ E ♦ A10２ ♦ Q４ W │ E ♦ 10９７６３
♣ Q６５ S ♣ K９４２ ♣ ７６ S ♣ AK ♣ ８７６４ S ♣ KJ10３

♠ ９８４ ♠ ８２ ♠ ８７２
♥ KQ１０６２ ♥ Ｊ５３ ♥ J10８３２
♦ J６３ ♦ ８５ ♦ J５
♣ AJ ♣ Q８５４３２ ♣ Q９５

Ｎｏ．19 Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ KQJ10 ♠ AKJ９６５２ ♠ ７２
♥ J10 ♥ K４ ♥ J10
♦ A８３ ♦ J９３ ♦ AKJ３
♣ KJ10９ ♣ K ♣ K９７５２

♠ A４２ ♠ ９７３ ♠ Q８ ♠ ７ ♠ 10５ ♠ AK９６
♥ AQ５４ N ♥ K９８７２ ♥ A10８７３２ N ♥ J９６５ ♥ AQ７６ N ♥ K９８３２
♦ Q５ W ─ E ♦ K10７６ ♦ ６２ W ┼ E ♦ AKQ７５４ ♦ 10９５４ W │ E ♦ ７
♣ AQ４３ S ♣ ６ ♣ ８７３ S ♣ 10６ ♣ AJ８ S ♣ Q10３

♠ ８６５ ♠ 10４３ ♠ QJ８４３
♥ ６３ ♥ Q ♥ ５４
♦ Ｊ９４２ ♦ 10８ ♦ Q８６２
♣ ８７５２ ♣ AQJ９５４２ ♣ ６４

Ｎｏ．22 Ｎｏ．23 Ｎｏ．24
♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣

♠ ♠ ♠ ♠ ♠ ♠
♥ N ♥ ♥ N ♥ ♥ N ♥
♦ W ─ E ♦ ♦ W ┼ E ♦ ♦ W X E ♦
♣ S ♣ ♣ S ♣ ♣ S ♣

♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣
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ビッド・プレ－についてのコメント

いろいろと独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めてください。
NO．１

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♦レスポンスが４枚のメジャ-を否定するのであれば、Ｅはリビッドでは１♥ではなく
P     1♣    P     1♦ １ＮＴをビッドする。　これに対してＷはＡ２枚の１２ｈｃｐの良いハンドなので２ＮＴか３ＮＴ
P     1NT  P    2NT にレイズするか迷うが、５枚ス-ツがないので２ＮＴのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎが普通（IMPならば３NT
P   ｅｎｄ  （3ＮＴ） が多くなると思います）。２ＮＴに対してもＥはミニマムなのでパスする。

２ＮＴ（３ＮＴ）/Ｅ　　ＯＬ：♠７　　→♠２→♠３→♠Ｊ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♠Ｊで勝ち、
ウイナ-を数えると♠２♥２♦１～２あり♣が８枚カ-ドなので３個取れれば２～３メイク期待できるとしてプレ-する。
♣４を出してダミ-から♣１０を出し、これが勝てば♦ＡがＮにあることを期待して♦４を引いてハンドから♦Ｋを出すのが
良いプレ-となる（Ｓの♦Ａに取られても♠♣は出し難いので♥♦が出てくれば好都合）。再度♣Ｋのフィネスを行い、♥Ａ
を取ってから♥６を引けば２メイクは確実になり、実際は３メイクする。

NO．２
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１ＮＴに対して強いハンドのＮはＪａｃｏｂｙ ＴＲ．の２♥をビッドし、３♦で２ｎｄスーツと

　　P　　1NT 　P スラムへの興味を示す。Ｓは３♠で♠３枚（以上）のサポ-トを示す。４ＮＴは♠でのコント
2♥　　P　　2♠　　 P ロ－ルａｓｋｉｎｇ（♣Ａか♠Ｋのドチラかがあれば６♠に行く積もり。５♥はコントロ-ル２枚）。
3♦　　P　　3♠ 　　P ６♠/Ｓ　　ＯＬ：♣Ｋ　　　Ｓから見てウイナ-は♠５、♥３、♦２、♣１の１１個あり後１個確保の
4NT　P　　5♥　　 P 必要がある。♥の４枚目が取れれば良いが不確定なので、♦の３枚目をハンドで
6♠　　ｅｎｄ ラフするのが確実である。そのためには♠を２回刈り、♦Ｋ♦Ａを取ってダミ－から♦を

出して♠10でラフすれば６メイクは確実である。

NO．３
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗは７枚♦であるが３♦のプリエンプティブ・オ-プンにはhcpが多すぎるので１♦でオープン。

　P　　　1♦ Nの１♠ＯＣに対してＥはネガティブダブルも考えられるが、♥が６枚あるので２♥のフリー
1♠　 2♥　　2♠　　3♥ ビッド（♥５枚以上を示しＦｏｒｃｉｎｇ）が良い。　Ｓが２♠にレイズするので以後♥と♠の競り合い
3♠　 4♥    P      P になる。
P ４♥/Ｅ　　ｏｒ　４♠/Ｎ （ＮｏｎＶｕｌであり、４♥が出来る可能性ありと考えてビットするかも）

  (4♠)　　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：♠Ｋ　　♠の３巡目をダミ-でラフするが、この後♥１、♦１、♣１のルーザ-が
あり、２ダウンになる。

一方、４♠/Ｎ　　ＯＬ：♦Ｊ　　ＯＬをハンドの♦Ａで取り、♠が３-２の分かれで、９枚カ-ドの♣で１ルーザ-で済めば（♣が
２-２の別れか、３-１でもＥに♣ＫＱＸの３枚がある時。両方で確率５０％）♦で２ルーザ-出てもメイクの可能性高い。
そこで、♠Ｋ♠Ａと取り、♣３を出してＥから♣Ｋ♣Ｑのドチラも出なければダミ-から♣Ｊを出す。これが取れれば♣Ａを取り
♣Ｋに負け♠を刈り上げれば４メイク出来る（例え♣の２巡目の♣Ａがラフされても♦が１ル-ザ-で済むので良い）。
Ｅから♣Ｋか♣Ｑが出たらダミ－の♣Ａで勝ち♠を出してハンドに戻り、♣４を出しＥがフォロ－すれば♣は１ル－ザで
済む（３－１でもＥが３枚）ので４メイクする。
ＯＬが♥の時はやや厄介（Ｎの♠が短くなる）だが♦Ａが残っているので上と同様のプレ-で４メイク可能である。

NO．４
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎのハンドは絵札は１８ポイントだが♠７枚の４ル-ザ-しかない Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P 強いハンドなのでストロング２オ-プンする（４♠オープンには８ 　P
2♣　　P　　2♦　　　P トリック保障のハズなので強すぎる）。 2♠　　P　　2NT　　P
2♠　　P　　2NT　　P 左のビッドでＳの２ＮＴリビッドは弱いハンドを示しているが、 4♠　　ｅｎｄ
4♠　　ｅｎｄ 他の意味に使用しているのであれば♠２枚でも３♠をビッド。 （２♠はストロング）

４♠/Ｎ　♥Ｑをエントリ-に♠Ｋのフィネスを試みるが成功せず、４メイクになる。
１♠でオープンするとＮはパスし、そのまま決まるか、Ｅがダブルを掛けるとＳが３♠（４♠？）にジャンプして終わる。

NO．５
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅはパートナ-のビッドした♠がボイドでAのない弱いハンドなので、３♥をパスしても良い
P　　1♥　　 P　　　1♠ （ボイドが♠以外なら当然４♥をビッドすべきだが）。
P　　2♣　　 P　　　3♥ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：♠Ｊ　→♠２→♠５→♥２　　Ｅから見てル-ザ-を♥１♦１♣１に抑えられれば
P　　4♥　　ｅｎｄ メイクのチャンスあるが可なり難しそうである。そこでハンドから♥３を出し、Ｓから♥Ａが

（P） 出なければ♥Ｊを出す。これが勝てると♥を引き♥Ａに負ける。♠８が出されればハンドで
ラフして（♥はＥＷに各１枚とＮＳどちらかに１枚残っている）、ダミ-の♣Ｑに向けて♣３を

出し、Ｓから♣Ａが出なければ♣Ｑを出す。♣Ｑが勝てば♣を引いて♣Ｋを出して♣Ａに負ける（運よくＮから♣Ｊ10が落ちる
ので♣１ル-ザで済むこと判明）。この後♥を出されても４メイクは固い（♦Ｊでのスチールは成功しないが）。
Ｓが♦か♣を出せば５メイクになる。♣が１ルーザで済んだので４メイクするが、大抵は２ル－ザになる形（♣でＡＪ10ＸＸＸ
の６枚が抜けている）であるので１ダウンは覚悟。

NO．６
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　　P　　P　　　1♥ 　　P　　P　　　1♥ 　　P　　P　　　1♥ 　　P　　P　　　1♥
2♦　　3♥　 P　　　4♥ 2♦　　3♦　 P　　　3♥ P　　2♣　　P　　　2♥ P　　3♥　　P　　　4♥
ｅｎｄ （P） P　　P（4♥） P　　P （P）
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Ｗの１♥にＮが２♦のＯＣをするとＥは３♥のジャンプレイズ（左端 Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）をし、Ｗは弱いハンドながら♥が６枚ある
ので４♥をビッド。ＯＣが入った場合にＥの３♥が４枚サポ－トのｗｅａｋの時は３♦のサポ－トＣｕｅｂｉｄになる（中左）。
一方、ＮがＯＣをしない時は最初パスしたＥはＤｒｕｒｙ ２♣か３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎか迷う。４枚サポ-トの時は３♥の
Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎにしているペア-が多い（ペア-により異なるので注意）？　Ｄｒｕｒｙ２♣を使うと２♥で止まりそうである。
４♥/Ｗ　　ＯＬ：♣２　→♣８→♣Ｑ→♣10　　Ｓは♦ＡがＮにある時は必ず取れると考えて、♠４を出す（仮にＷに♠Ｋが
あっても、ダミ-の♠をディスカ-ドされないと考えられ、♠Ａを取り残すことは殆どないと考えて）。Ｎは♠Ｋで勝ち♣を
出すので、Ｓは♣Ａで勝ち、♠Ａを取るとＮから♠７が出るので♠が２枚であった可能性（♠７以外にないか♠Ｑがある）
に賭けて、♠１０を出すのが面白い。　　結果は３ダウンになる。　但し、ＮのＯＬが♦Ａの時は次に♣をリードすることが
肝要となる（ＥＷに入れると♥を刈り上げてからダミ-の♦ＫＱでハンドの♣を捨てられて４メイクになる）。
ディフェンスでのカ-ドの読みが大切です。

NO．７
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 1ＮＴオープンの点数の違いでＳのオープンが１♦と１ＮＴに

1♦　　　P  1NT　　P 分かれるが、いずれもコントラクトは３ＮＴ/Ｓなりそうである。
1♥　　P　2NT　　 P 2♣　　P　　2♦　　　P ３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ：♣Ｊ　（♥４も考えられるが・・・）
3NT　　ｅｎｄ 2NT　P　　3NT　ｅｎｄ Ｄｅｃｌａｒｅｒは攻められて都合の悪いス-ツはないので普通

最初の♣はダックし、２巡目を♣Ａで勝つ。ウイナ-は♣２、
♥3は確実で♠はＡに負ければ２個あり、メイクには♦で２トリック必要とする。そこで３トリック目にハンドから♦３を出し
ダミ-から♦Ｑを出す。Ｅはこれを♦Ａで取らずに勝たせるのが面白い！Ｓの♦は♦Ｋを含む４～５枚あり、次にダミ-から
♦５を引きＥから♦Ｊが出た時に、ＳはＷの♦がＡ８の２枚の可能性が強いと考えれば♦Ｋは出し難いと考えられる。
若し、♦Ｊが勝てると♣を出して♣Ａを追い出せば、Ｅから見て１ダウンの可能性が生じる（♠♥で６個取られない限り）。
ＡＪＸのカードで２勝出来るのは相手が Ｋ ｏｒ Ｑ で負けに来た時に最初にＡを取らないで相手の判断ミスを誘うこと
である。これは相手のフィネスが抜けてきた時も可能な限り２回目の取る（２回目のフィネスのために無駄な
エントリ-を使わせる効果あり）ことにも通じる。

NO．８
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ビッドの難しいハンドでパ-トナ-シップが試される。

 1♥ Ｓの２♦に対してＷは３♥のジャンプリビッドでは６枚♥と１６ｈｃｐ以上を示しているが
P　　1NT　 2♦　　2♠ これほど強いハンドは示しておらず、絶対のＦｏｒｃｉｎｇにもならない（Ｅのパスもあり得る）。
P　　3♣　　　P　　3♥ ２♠のリバ－スビッド（左）か直接４♥のゲームビッドをするかである。
P　　4♥　ｅｎｄ ４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦４（♦７）　　　ＯＬは♦Ａで取り、♣を出して♣Ａ♣Ｋを取り（ハンドから♦２

（3♠　　　P　　4♥） を捨てる）、♥７を出してハンドからは♥Ｑを出して♥Ｋのフィネスを行う。♥Ａを取り、♥を
出して負けに行く。♥が４-２で２個負けるとしても、この後♠Ｑに負けるだけで４メイク

は固い。このハンドは♥３-３なので５メイクとなる。

NO．９
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎはパス・ハンドなのでＤｒｕｒｙ ２♣で３枚サポ-トと１０～１２ｈｃｐを示す。
P　　　P　　1♥　　 P Ｓの２♦は普通のオ-プン（特に弱い３ｒｄハンドオ-プンでない）を示しているが、Ｎも
2♣　　P　　2♦　　P リビッドではＤｒｕｒｙ２♣を使用するＭｉｎｉｍｕｍなので２♥をビッドする。これにはＳもパス
2♥　　P　　P　　ｅｎｄ するのが普通。

２♥/Ｓ　　ＯＬ：♣５　→♣３→♣Ｋ→♣Ａ　　ウイナ-は♠１、♥５、♣１の７個あり♦はＡＫに
負ければ１個は取れるので、２メイクは出来そう。また、ル-ザ-も♠２、♥０、♦２、♣１で特に問題はない。ただオーバ－
トリックの可能性を考えると、ＯＬのカードの出方（Ｅから♣Ｋが出た）から、♣ＱはＷにある可能性が高く、ダミ-の
♣Ｊが取れる可能性がある。そこでダミ-にエントリ-を残すため、♥Ａ♥Ｋと取りハンドから♣７を出す。これはＷの♣Ｑに
勝たれるが、次にハンドに入れば最後の♥を刈りながらダミ-の♥Ｑに入り、♣Ｊを取ってハンドから♠を捨てると３メイク
になる。

NO．10
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＳｔａｎｄａｒｄではＥの思い切りで４♥まで到達しやすいが（右）、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　1♥　　P　　　1NT ２/１・1NT-Ｆｏｒｃｉｎｇでは（左）３♥で止まる可能性がある 　1♥　　P　　　2♥
P　　2♦　　P　　　2♥ （Ｗの２♥はサポ-ト２枚の可能性が高く、Ｅは直接４♥はビッド P　　4♥　　ｅｎｄ
P　　3♥  　P　　　4♥ 出来ないので３♥をビッドしてＧａｍｅ-Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎする。Ｗは少し （Ｓｔａｎｄａｒｄ）

（P） 余裕があると考えれば４♥をビッドするが、このハンドではパスすることもある。
（２/１　1NT-Ｆｏｒｃｉｎｇ） ４♥/Ｅ　　ＯＬ：♦５　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ａで取り、♥２を出しハンド

から♥Ｑを出して♥Ｋのフィネスをして来た！Ｓから見ると♥１と♣で２個
勝てそうなのでＮで１個取れればダウンさせられる。そのためにはＮのアナ－が

フィネスされないようにしなければならない。♥Ｑに♥Ｋを被せずにそのまま勝たせると、再度♥Ｋのフィネスするために、
ダミ-へのエントリ-が必要となり、♦Ｑが使われるので、他にエントリ-が無くなり他のス-ツのフィネスが出来なくなる！
Ｅからしかリ-ド出来なく、Ｎの絵札が勝てる様になる。Ｓが最初に♥Ｋを取ると、４メイクのために、♠Ｑのフィネスが行え
て、これが成功するので４メイク出来る。
ディフェンスではフィネスが抜けてきた時（ＮＴやスーツでのトランプ）、可能なら２回目以降に勝つのが良いことが多い。
特に早く攻撃したいス-ツがある時は別だが・・・・。
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NO．11
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴオープンの後、Ｊａｃｏｂｙ ＴＲ．経由で３ＮＴに納まるのが普通。

　P　　　P ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♦２　ｏｒ　♥10　（♣は長いが弱過ぎてエスタブリッシュは難しい）
1NT　P　　2♥　　 P ♦２→♦３→♦Q→♦５となり、ＷからみてＥの♦は１枚と推定される（ＷとＳで９枚あり
2♠　　P　　2NT　　P 残り４枚）ので、♠Ｋで勝てることを願って、♦Ａを取り、♦でＮＳに負けに行く。
3NT　ｅｎｄ ♦Ｋで勝ったＤｅｃｌａｒｅｒは♥♣で各４勝し３メイクする。Ｗから♠で３勝出来るとは予想

出来ない。　　ＯＬ：♥１０　の時はどうなるか？Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥♣で各４勝出来るが
９個目が取れなく１ダウンになる（ディフェンスのディスカ-ド間違いは無さそうである）。
ＯＬが♦２の時のみ３ＮＴはメイクする。Ｗが２トリック目に♠にスイッチすればダウン可能だがＫ10８からのリ-ドは
難しい。また、Ｗが♦Ａを取らなくてもＤｅｃｌａｒｅｒは９個目のために♦Ｊで負けに来るので、その時♠にスイッチ出来る
かである。　ＯＬの選択は難しいです。

NO．12
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥのＪａｃｏｂｙ ＴＲ．に対して♠に良い４枚あるＷのリビッドは２♠と３♠（１ＮＴ

1NT １５-１７ｈｃｐ）考えられるが、４-３-３-３のバランスハンドなので２♠が良いと考え
P　　2♥　　　P　　2♠ ます。　　　２♠（３♠）/Ｗ　　ＯＬ：♣Ｋ　　Ｗは♣Ａ８のダブルトンなのでＯＬを♣Ａで
P　　P　 　ｅｎｄ　（3♠） オ-パ-テイクし、♦Ｋ♦Ａを勝った後、♣８をリタ-ンする。これを勝ったＮは♣の３巡

目を続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒから見てル-ザは♣２、♦２、♥１あり２メイクは可能なようだ。
但し、♣の３枚目をダミ-でラフした時、Ｓにオーバ-ラフされたらどうなるか？　♥のルーザ-は変わらないので
１ダウンになる。　対策はないのか？　♣の３巡目をダミ-でラフせずに♥２をディスカ-ドして♣に勝たせれば、
この後♠を刈り上げてから、ハンドの♦Ｑでダミ-の♥５を捨てて♥を ｎｏルーザ-に出来るので２メイクする。
１個のルーザ-を負ける時に他のル-ザ-を処理して（Ｌｏｓｅｒ ｏｎ Ｌｏｓｅｒ）結果的にル-ザ-を１個減らすことが
出来た。時々遭遇することがあります。

NO．13
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの３♦レイズに対してＳは３♥か一気に４♥へのレイズか迷う。　♦ＱＪの２枚が減点
1♥　　P　　1♠　　2♦ 材料なので３♥が普通。ＱＪが他のス-ツにあるなら迷わず４♥だが。
2♥　　3♦　3♥　　P ４♥/Ｎ　　ＯＬ：♦Ｋ（♦が４枚あるので♦２もある）　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦の２巡目をラフして
4♥　　ｅｎｄ 後どうするか？　ダミ-へのエントリ-が少なくメイクのチャンスは多くない。

♥が２-２で１ル-ザ-で済んで、♠Ｋに負けて♣の３枚目のラフを頼りに
残りの♠が勝てればメイクのチャンスがある。♥の別れが３-１なら仮に♥Ｑを捕まえてもメイクは難しいと考えて
プレ-する。そのためにはどうしてもダミ-から♥を引く必要があるので♣Ａでダミ-に入り♥３を引き♥を２巡刈る。
運良く２-２の分かれなので、♠Ａを取り、♠10を出してＥから♠Ｋが出なければ、ダミ-の♠Ｊでオーパ-テイク
して♠Ｋが出るまで♠を続ける。♣の３巡目をダミ-でラフして残りの♠が取れるので４メイクとなる。
メイクの可能性をイメイジしてプレ-の計画するのが大切。

NO．14
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♦と♣での競り合いとなる。Ｅから見ると一度パスしたＷが３♥をビッドしたのは

　1♦　　2♣　　 P ♦はボイドで絵札は少ないが（♠にＡがあるかも？）♥は６～７枚あると想像出来る。
3♣　3♦　　P　　　3♥ Ｅは♦はＡに負けても残りは取れて３ル-ザしかないと考えられるので４♥をビッド
P　　4♥　　ｅｎｄ する。Ｓは５♣のサクリファイスも考えられるがやや危険？？

４♥/Ｗ　　ＯＬ：♣Ｑ　ＯＬの♣をダミ-でラフ、♥６を出してハンドの♥Ｑで勝つ。
ＮＳ双方がフォロ-したので４メイク確実となる。♥Ａを取り、♦Ｋを出して♦Ａが出るまで続ければ４メイク。
なお、５♣/Ｓは２ダウンである（ダブられても得であった）。

NO．15
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅは♣６枚あるが内容がやや悪いので一気に３ＮＴをビッドせずに２ＮＴで

　P　　1NT レスポンスする。Ｗが３ＮＴにレイズして終わる。
P　　2NT　 P　　3ＮＴ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♦３（♥９も考えられる）→♦４→♦Ｋ→♦Ａ
ｅｎｄ Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ-の♣６枚を生かすため、ハンドから♣２を出しダミ－からは♣Ｊを引く。

Ｗはこれを♣Ｑで取ると３メイクは簡単になる。Ｗはダックして♣Ｊに勝たせるのが
面白い。Ｓから見てＷには♣Ａがなく♣は多分２枚である（♣Ａがあれば♣Ａを取ってからフィネスをして来るはず）。
♣Ｊに勝たせると、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣ＱはＮにある可能性が高いと考えて、ハンドに戻り再度♣のフィネスを試みるので
その時♣Ｑで勝てば、まだ♣Ａが残っていてダミ-へのエントリ-が♠Ｋしかないので残りの♣が取れない。３ＮＴは
１～２ダウンになる。ＯＬが♥９でもほぼ同じである。
最初に♣Ｑをで勝つと、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣Ａを追い出した後、♠Ｋでダミ-に入り残りの♣４枚を取れるので３ＮＴはメイク
する。　ここではＷの勇気ある♣Ｑのダックがポイントとなる（フィネスは２度目に取るのが良い！勿論Ｎは♣Ａは
最後まで取らない）。

NO．16
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥはＮの2♥に対してＷはマイナ-に4枚以上のス-ツあると考えて（1ＮＴをビッドしてい

 P るので）、パスせずにダブルを掛けることも考えられる。
P　　1♦　　1♥　　1NT ２♥/Ｓ　　ＯＬ：♦５　　２メイクは固いが３メイクは５分５分？。
2♥　P　ｅｎｄ ３♦/Ｅ　　ＯＬ：♥Ｋ　　３メイクか１ダウンかは微妙だが、大抵３メイクする。

（Ｘ　　　P　　　3♦　ｅｎｄ）
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NO．17
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅは２４ｈｃｐあるので２♣（左）と２ＮＴ（右）のオープンが考えられる。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
P    2♣    P      2♥（2♦） 左ではＷは２♦（常にリレ-）か２♥（♥４枚＋で８ｈｃｐ以上を示す）の P    2NT    P    3♦
P    2NT   P     3♦ 何れかでレスポンス。Ｅの２ＮＴは普通２３～２４ｈｃｐのバランス P    3♥     P    4♦
P　　3♥　　 P    4NT ハンド（すべてのス-ツに１ｓｔ ｏｒ　2ｎｄストッパ-あり）を示す。 P　　4♥　　 P    4NT
P    5♣     P    6NT Ｗからスラムトライすることになり、６ＮＴなる。２♦のレスポンス P    5♣     P     6♥
  ｅｎｄ ではペア-の約束により２ＮＴ以後のビッドは異なってくる。 P    6NT  ｅｎｄ

一方、２ＮＴでオープンするシステム（右）では、3♦のＪａｃｏｂｙＴｒ． （2NT　22-24ｈｃｐ）
経由して、４♦で♦ＡｏｒＫのある２ｎｄスーツとスラムに興味あることを伝える。Ｅの４♥は♥に３枚ある
ことを示す（全体のｈｃｐからＡｏｒＱはある）。Ｗは４ＮＴでキ-カ-ドを尋ねＡが４枚揃っていることが確認できたので６♥を
ビッド。Ｅは自分のハンドから６♥が出来るなら６ＮＴがあると判断してペア－戦なら６ＮＴをビッドするのが普通である。
このハンドはＥに♥Ｑがあることが判れば７ＮＴをビッド出来るのですが、良いビッドは有りませんか？
６ＮＴ/Ｅ　６♥/Ｅ　　いずれも７メイク。

NO．18
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Nがダブルを掛けるか１ＮＴのＯＣをするかによってビットが Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

   P      P     1♣ 異なる。また、１ＮＴの場合でもシステムＯＮかＯＦＦによっても    P      P     1♣
Ｘ   1♦(P)  1♥　　P ビッドは異なる。いずれでＮＳ側の１ＮＴか１～２♥になりそう。 1NT　P　　2♦（P）　P
P ｅｎｄ （右のビッドでＮの♥３枚なら３♥をビッドする） 2♥　　ｅｎｄ

２♥/Ｎ　　ＯＬ：♣Ｊ　　　３メイクはできる。
１ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♣Ｊ　　メイクは難しく１～２ダウンになる。

NO．19
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗのハンドは１♣でオープンするか１ＮＴでオープンするかで Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

  P     1♣ 以後のビッドは大きく異なる。Ｗが１♣でオープンするとＮは 　P     1NT
1NT  P     P     P １５ｈｃｐあるが、ダブルをかけるには♥が２枚であり良くない P     2♦    P　　　3♥
ｅｎｄ ので、１ＮＴのＯＣをすることになり、それに対してＷは良いビッド P    4♥   ｅｎｄ

がなくパスせざるを得ない。 　（P）
一方、Ｗが１ＮＴでオープンすると、Ｊａｃｏｂｙ Ｔｒ．経由で４♥/Ｅになる（Wの３♥をパスすることもあり?）。
１ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：♥７　　Ｓへのエントリ-がなく２～３ダウンになる。
４♥/Ｗ　　　ＯＬ：♠Ｋ　　　ＤｅｃｌａｒｅｒはＯＬをハンドの♠Ａで勝ち、ル-ザ-を数えると♠２♦１の３個ある。他にル-ザを
出さないためには、♠が２-２の分かれか、３-１の分かれの場合は♣Ｋのフィネスが成功する場合である。そこで
♥Ａ♥Ｋと取る。このハンドは運よく♥が２-２で刈り切れたので♦Ａに負け、♠２枚は負けるが♦♣のクロス・ラフで
簡単に４メイクする。♥が３-１の時はダミ-から♣を引いて♣Ｋのフィネスを行う（♥K以外に♣フィネスのためのダミ-
への確実なエントリ-がないので、♥を１枚残したまま行う）。

NO．20
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓのビッドでは３♦サポ-トＣｕｅｂｉｄか３♠のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎか迷う（２♠では弱いし、３♣の

 P Ｆｒｅｅ ｂｉｄは狙いが不明）が、小生は３♦を勧める（♠が４枚サポ-トなら３♠）。
1♠   2♦    3♦    P 尚、サポ-トＣｕｅｂｉｄをＧａｍｅ Ｆｏｒｃｉｎｇ以上に限定しているペア-もある。
4♠  ｅｎｄ また、ＯＣが入ったときの３♠のジャンプレイズが４枚サポ－トのＷｅａｋ（４～７ｈｃｐ）

の約束では、サポ－ト３枚以上のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上は全てサポ-トＣｕｅｂｉｄの３♦になる。
４♠/Ｎ　　ＯＬ：♦Ｋ　　Ｅは♦Ｋ♦Ａを取り♦Ｑを出してきた。Ｗは♦６と♦２をフォロ-した。
Ｄｅｃｌａｒｅｒから見た時、♦２、♥１のル-ザ-で済めば４メイク出来る。♦の３枚目をダミ-

でラフし、Ｗにオーバ-ラフされると１ダウンになる。そこで♦の３枚目はラフせずにダミ-からル-ザ-の♥Ｑを捨てるのが
良い。この後、♠を刈ってから♣を取ると４メイクは固い。なお、♠が３-０の別れでＥが３枚の時は１ダウンになるが、Ｗが
３枚なら♠Ｑをフィネスで捕まえることが可能で４メイクする（♦の後♣を攻撃された時は、ダミ-へのエントリ-に注意）。
このハンドはＮｏ．12と同様にＬｏｓｅｒ ｏｎ Ｌｏｓｅｒが４メイクのポイントになっている。

NO．21
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴ-Ｆｏｒｃｉｎｇの時でも、サポ-ト４枚あるので３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎでレスポンスする。
P     1♥    P     3♥ サポ-ト３枚の１０～１２ｈｃｐなら１ＮＴの後、３♥にジャンプしてＩｎｖｉｔａｔｉｏｎする。
P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：♠Ｑ（♣６も考えられるが・・・）　ルーザ-は♦１♣１しかなく５メイク。

［あとがき］
Ｎｏ．３、１３、１４、１６では競り合いビッドとなり、お互いに何処まで争うかで思わぬ差の出るボ－ド
である。Ｎｏ．６、７、１０、１５ではディフェンスでのカードの読みをプレ－にどう結び付けるかが問題
となる。Ｎｏ．７、１０、１５ではディフェンスでのダックが良いプレ－となるが、ダックは勇気のいるプレ－
（損になることもある）なので合理性を考えること。Ｎｏ．１、３（４♠/Ｎ）、１２、１３、２０ではＤｅｃｌａｒｅｒの
注意深いプレ－方針が大切であり結果に大きな差が出る。
また、Ｎｏ．６、２０の様にメジャ－オープンに敵のＯＣが入った場合の単なるレイズ、サポ-トＣｕｅｂｉｄ、
Ｇａｍｅ-Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ等のハンドの強さ関係についてはパ-トナ-との理解の調整が大切です。
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